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スイスにおける、現在の各言語の使用率
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スイスでの言語使用率(%)

ドイツ語 63.7%

フランス語 20.4%

イタリア語 6.5%

ロマンシュ語 0.5%

その他 8.9%



スイスにおける、現在の各言語の分布



４つの主な言語が、地域ごとに別々に
使われているスイス…

→どのようにして、このような言語分布が
できたのだろうか？



「ゲルマン民族の大移動」

「ゲルマン民族の大移動」とは？

慢性的な土地不足と、フン族に押される
形でゲルマン人の一派であるゴート族が
南下し、ローマ帝国領を脅かしたことが
始まりとされる大移動のこと。



特に重要な民族

•アレマン族・・・ドイツ語

•ブルグンド族・・・フランス語

•ラエティ人、ランゴバルド族

・・・イタリア語、ロマンシュ語



アレマン

ブルグンド
ランゴ
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ランゴ
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スイスって・・・



スイスができるまで

1291年8月1日 ウリ、シュヴァイツ、ウンターワルデンの
三つの州による「永久同盟」が成立。

1351年 チューリヒ加盟

1352年 ツーク、グラールス加盟

1353年ベルン加盟

1481年 フリブール、ゾーロトゥルン加盟

(八州同盟成立)

1501年 バーゼル、シャフハラゼンカ加盟

1513年 アッペンツェル加盟 (13州同盟成立)

主に
ドイツ語圏



1803年 ザンクトガレン、グラウビュンデン、アールガウ、トゥールガウ、

ティチーノ、ヴォーが加盟

→19の州よりなる「スイス連邦」が成立

→22の州よりなる「スイス同盟」成立

1815年 ヴァリス、ヌーシャテル、ジュネーブが加盟

ドイツ ドイツ、イタリア、ロマンシュ ドイツ ドイツ

イタリア フランス

ドイツ、フランス フランス フランス



・ゲルマン民族の大移動によって、ヨーロッ
パに様々な言語圏の地域が広がる

・複数の州が集まって、スイスという国家が
できた。


